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T O P I C S

患
者
様
中
心
の
医
療
を
め
ざ
し

病
院
全
体
の
見
直
し
に
着
手

　

昭
和
53
年
10
月
に
開
院
し
た
滋
賀
医
科
大

学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
県
内
唯
一の
大
学
病

院
と
し
て
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
、

優
れ
た
医
療
人
の
育
成
、
先
進
的
医
療
の
研

究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
開
院
26

年
を
経
て
、
建
物
・
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

ま
た
医
療
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
11
年
に
は
「
新
病
棟
建

設
委
員
会
」
を
組
織
し
て
再
開
発
計
画
が
練

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、平
成
15
年
６
月
に「
再

開
発
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、
病
棟
だ
け

で
な
く
、
外
来
、
中
央
診
療
部
門
ま
で
含
め

て
病
院
全
体
の
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
と
平
行
し
て
、
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
の
審
査
を
受
け
る
た
め
の
準
備
に
取
り
組

み
、
平
成
16
年
２
月
に
好
成
績
で
合
格
し
ま
し

た
。
近
年
、
患
者
様
中
心
の
医
療
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
院
時
の
施
設

は
医
療
者
の
立
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

機
能
評
価
受
審
に
当
た
っ
て
は
、
運
用
面
で
の

工
夫
と
努
力
に
よ
って
施
設
の
不
備
を
カ
バ
ー
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
病
棟
は
６
人
部
屋
が
60
％
以
上
で
、

個
室
の
割
合
は
10
％
、
面
談
室
や
説
明
室
が
な

い
た
め
、
処
置
室
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
の一部
を

こ
れ
に
当
て
て
い
ま
す
。ト
イ
レ
、風
呂
も
狭
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
、
病
棟

に
患
者
食
堂
が
な
い
こ
と
も
課
題
で
す
。
外
来

で
は
、
一部
診
察
室
が
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
手
術
室
が
手
狭
に
な
り
、
増
加
す

る
手
術
件
数
に
対
し
て
数
も
足
り
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
昨
年
の
５
月
に
再
開
発
検

討
委
員
会
が
作
成
し
た
「
再
開
発
計
画
書
」

を
携
え
て
文
部
科
学
省
を
訪
ね
ま
し
た
。
再

開
発
が
な
け
れ
ば
こ
れ
以
上
前
に
進
め
な
い
こ

と
を
訴
え
た
と
こ
ろ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
平

成
17
年
度
の
予
算
案
が
国
会
で
承
認
さ
れ
れ

ば
、
４
月
か
ら
病
院
再
開
発
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
３
年
間
に
病
院
の
経
営
が
目
覚
ま
し

く
向
上
し
、
平
成
16
年
４
月
の
国
立
大
学

法
人
化
に
際
し
て
文
部
科
学
省
か
ら
「
病
院

の
教
育
研
究
経
費
」
以
外
の
「
一
般
診
療
経

費
」
に
対
す
る
運
営
費
交
付
金
を
受
け
ず
に

病
院
を
運
営
で
き
る
と
い
う
評
価
を
受
け
た
こ

と
、
機
能
評
価
に
好
成
績
で
合
格
し
医
療
の

質
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
再
開
発
計
画

が
完
璧
で
あ
り
職
員
の
熱
意
が
文
部
科
学
省

に
感
銘
を
与
え
た
こ
と
な
ど
の
結
果
で
あ
り
、

職
員
全
員
の
汗
と
涙
の
結
晶
が
再
開
発
と
い

う
形
で
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
機
能
集
約
型
」「
地
域
密
着
型
」

「
医
療
安
全
推
進
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

　

人
口
増
加
率
、
出
生
率
で
全
国
上
位
に
位

置
す
る
滋
賀
県
で
は
、
周
産
期
医
療
や
小
児

医
療
に
対
す
る
需
要
が
大
き
い
反
面
、
湖
北
・

湖
西
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
習
慣

病
や
加
齢
に
伴
う
疾
患
へ
の
対
策
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
三
次
医

療
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
高
度
・
専
門
医
療

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
いっ
た
当
院
が
果
た
す
べ

き
役
割
か
ら
、再
開
発
は
「
機
能
集
約
型
病
院
」

「
地
域
密
着
型
病
院
」「
医
療
安
全
推
進
病
院
」

を
コン
セ
プ
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
平
成
14
年
に
内
科
・
外
科
の

ナ
ン
バ
ー
科
を
廃
し
て
23
の
臓
器
別
診
療
科
と

し
、
患
者
様
を
中
心
に
各
診
療
科
の
専
門
家

が
集
ま
って
行
う
チ
ー
ム
医
療
へ
の
転
換
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
機
能
集
約
型
医
療
体
制
を
構
築

す
る
た
め
、
再
開
発
に
伴
っ
て
臨
床
不
整
脈
セ

ン
タ
ー
や
細
胞
治
療
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
化
学

療
法
部
、
疼
痛
治
療
部
の
新
設
も
検
討
中
で

す
。
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
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集
中
治
療
施
設
）
や
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
部
、

光
学
医
療
診
療
部
の
整
備
・
拡
充
な
ど
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
棟
で
は
、
内
科
と
外
科
を
同
一フ
ロ
ア
と

し
、
循
環
器
病
棟
、
呼
吸
器
病
棟
、
消
化
器

病
棟
、
頭
頸
部
病
棟
な
ど
の
臓
器
別
病
棟
体

制
を
と
り
、
産
科
婦
人
科
と
小
児
科
は
生
殖

医
療
セ
ン
タ
ー
、
周
産
期
母
子
セ
ン
タ
ー
と
し

て
拡
充
す
る
予
定
で
す
。
６
床
病
室
を
４
床

に
し
て
、
各
室
に
ト
イ
レ
・
洗
面
所
を
設
置
す

る
ほ
か
、
個
室
を
増
や
し
た
り
（
個
室
率
を

10
％
↓
28
％
に
）、
各
病
棟
に
２
室
ず
つ
面
談

室
を
設
置
、
各
階
に
デ
イ
ル
ー
ム
兼
患
者
食
堂
、

最
上
階
に一般
食
堂
、
職
員
食
堂
を
設
置
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
診
療
部
で
は
、
現
在
10
室
の
手
術
室

を
増
改
築
し
、
高
度
な
手
術
に
対
応
す
る
６

室
を
含
む
14
室
を
確
保
す
る
予
定
で
す
。

　

計
画
で
は
、
基
本
設
計
に
次
い
で
12
月
ま
で

に
実
施
設
計
を
終
え
、
平
成
18
年
２
月
頃
か

ら
Ｄ
病
棟
の
工
事
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
診
療
科

の
移
転
を
行
い
な
が
ら
Ｃ
病
棟
、
Ａ
Ｂ
病
棟
の

改
修
を
行
い
、
中
央
診
療
棟
と
外
来
棟
の
改

修
は
平
成
21
年
４
月
頃
か
ら
３
カ
年
計
画
で
行

う
予
定
で
す
。
ま
た
、
バ
ス
の
病
院
敷
地
内
乗

り
入
れ
に
つい
て
も
併
せ
て
検
討
し
ま
す
。

　

機
能
評
価
受
審
に
向
け
て
全
職
員
が一丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
各
部
署
か
ら
ア
イ
デ
ア
や

意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

こ
の
再
開
発
に
も
生
か
し
な
が
ら
、
患
者
様
の

信
頼
と
満
足
を
追
求
す
る
全
人
的
医
療
を
提

供
で
き
る
病
院
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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